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子どもが多い

　当館は、 神奈川県立の自然史研究機

関であり、 自然史資料収蔵機関です。

それと同時に生涯学習を目的とした集客

施設としての役割も担っています。 当館

の年間 23.3 万人 （2007 年度） の入館

者数のうち、 子ども （園児＋児童） の

占める比率は約 40％で、県立の他館（歴

史博物館は約 15％、 近代美術館は 5％
以下、 金沢文庫は 2％以下） に比べて

高いであろうことが特徴です （他館では

子どもの比率は公表されていないので、

有料／無料比などからの推定）。

　それなのに、 子どもの入館者に対して

特に何か対応しているかというと、 ほと

んど何もありません。 恐竜の全身骨格や

哺
ほにゅうるい

乳類の剥
はくせい

製、 昆虫など、 見ただけで

楽しめる標本はありますが、 ごく一部の

例外※を除いて、 子どものための展示が

ないのです。

　では、 当館では何もしてこなかったの

か、 というとそうでもありません。 園児向

けはありませんが、 小学生から参加でき

る講座はたくさんありますし、 特別展な

どでは子ども向けのワークショップを行っ

てきました。 最近 5 年ほどは毎年 3 月

に開催している 「ミューズ ・ フェスタ」 の

中で 「子ども自然科学ひろば」 と題する

イベントを行い、 たくさんの子どもたちが

双
そうがん

眼実
じったいきょう

体鏡やデジタル顕
けんびきょう

微鏡でミクロの

世界に親しんだり、 パンニングで貴石を

探したり、 化石のレプリカを作ったりして

います。 このイベントにはたくさんのボラ

ンティアの皆さんのご協力があり、 学芸

員も総出で対応します。 また、 毎月第

一日曜のファミリーコミュニケーションの

日には、 学習指導員が恐竜折り紙教室

を開催しており、 大変好評です。

　つまり、 イベントとしてならば、 子ども

のための何かを開催するアイデアも力も

あるのです。 では、 問題は何かというと、

常設にできないことなのです。 イベント

ならば、 全学芸員がエデュケーターに

徹して、 ボランティアのマンパワーの助

けを借りれば指導も監視も可能です。 し

かし、 常設にするなら、 それに代わるエ

デュケーターを雇用し、 そのための場所

も必要になります。 残念ながら、 10 年

以上連続で予算が削減され続けている

当館の現状を顧みれば、エデュケーター

の雇用や子どものための展示室を新た

に整備することは困難です。

　そうはいっても、 何もしないであきらめ

るのも悔しいので、 考えてみることにした

ら、 補助金をもらうことができました※※。

　まず、 条件を整理します。 当館のイベ

ントや、 他館の展示のようにたくさんのエ

デュケーターや監視員をおくことはでき

ません。 それでも安全に楽しめるように

しなければなりません。 大きな予算や広

い場所の確保も困難です。 その上で、

体験型とかハンズオンとか呼ばれる手法

を取り入れ、 自然史のフィールドへ誘う

ような動機付けができる展示が理想的で

す。 当館だけではアイデアも設備も限り

があるので、 動物園や水族館をはじめと

した他館と協力し合うことも大切です。

　漠
ばくぜん

然と考えるより、 「制約が多い方がア

イデアは浮かびやすい」 と言いますが、

なかなか厳しい状況です。

行動開始

　まず最初に今現在、 どこでどのような

子どものための展示が行われているの

か、 他館の例を収集し、 まとめておくこ

とにしました。 研究メンバー 4 人は手分

けして、 国内とアメリカの事例を集めてき

ました。 どこでなにを調べてきたのかに

ついては別の機会に詳しく報告したいと

思いますが、 東京近郊、 関西、 九州北

部、 アメリカ東海岸地域のさまざまな博

物館で、 子どものためにどのような展示

が実施されているのかを調査し、 可能な

場合は体験してきました。 その中から興

味深い展示をピックアップしつつ、 まだ、

他館の展示のリサーチを続けています。

今のところ、 私が感じているのは、 子ど

もの心をつかむには、 「水 ・ 砂 ・ 重力 ・

生き物を使うこと」 が重要なのではない

か、 ということです。

樹洞であそぼう！

　今年の特別展 「木の洞をのぞいてみ

たら－樹洞の生きものたち－」 では、 特

別展の内容に関連させた子どものため

の体験的展示スペース 「樹洞であそぼ

う！」 を作ってみました。 ここには 「の

ぞいてみよう！」、 「ぬりえ de おめん」、

大
おおしま

島光
みつはる

春 （学芸員）子どものための展示を考える

「ムササビ飛んでみよう！」 の 3 つのコー

ナーがあります。

　「のぞいてみよう」 は特別展のメイキン

グ画像や樹洞からのメッセージ画像がス

ライドショーでみられたり、 クイズの正解

が穴の奥にみられたりするコーナーです。

　「ぬりえ de おめん」 は、 特別展のポス

ターの作者でもある菊
きくたに

谷詩
う た こ

子氏によるム

ササビ、 モモンガ、 ニホンアマガエル、

フクロウのぬり絵と色鉛筆が準備されて

います。 展示室内の剥製などを参考に

ぬり絵を楽しんでもらい、 家に帰ったら

はさみで切り抜いてお面を作ることで、 2
度楽しめるという企画です。 最初はフェ

イスペインティングを考えて、 担当の石

浜学芸員はよそのイベントで顔にペイン

トされる体験までしてきたのですが、 技と

時間が必要なことや、 参加人数が少な

いのではという予想から、 再検討され、

ぬり絵に落ち着きました。

　「ムササビ飛んでみよう！」 は研究メン

バーで、 今回の特別展の責任者でもあ

る広谷学芸員が、 元になるアイデアを提

案した企画です。 その提案は 「森の景

色の上にガラスの板を張り、 その上にう

つぶせに寝そべることでムササビとして

飛んでいる気分を味わおう！」 というも

のでした。 しかし、 全体重を乗せるとな

るとガラスにも支えにもかなりの強度が要

求されるので、 私なりのアレンジを考え

ました。 ①は鏡とアクリルケースを使った

もの （図 1 上）、 ②は鏡の代わりに森の

図 1　上 ： 案① 鏡とアクリルケースを使っ

たもの． 下 ： 案② 鏡の代わりに森の風景

を使ったもの．
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風景を使ったもの （図 1 下）、 ③として

液
えきしょう

晶プロジェクターで動く風景を投
とうえい

影し

たものです。 しかし、 ①は鏡の位置を遠

くにできないので、 自分で全身を確認す

ることができない、 ②も風景写真が近す

ぎて臨
りんじょうかん

場感を期待できない、 ③は機材

を確保できない、 ということで、 3 案とも

不採用になりました。

　次に、 ムササビ視線で飛んでいる映像

を撮影し、 その映像をうつぶせになって

見る案を思いつきました。 テレビモニタを

どういう状態で見れば、 飛んでいる気分

が味わえるのか、 視点から要求される台

の高さや、 その台から落下する危険性な

ど、 試作しながら検討しました （図 2）。
　撮影は、 ビデオカメラを当館のテラス

から小田原－箱根道路のトンネルの上

に張った釣り糸につるして行いました。

しかし、 ビデオカメラを乗せるゴンドラが

重すぎた上に、 釣り糸が細すぎたため

に糸が大きくたるんでしまい、 失敗しま

した。 今度は、 より大きな落差を求め、

場所を当館展望チューブから前庭へ滑

り降りるコースに変更しました。 ゴンドラ

も軽量化を図り （余分な所を切っただけ

ともいう）、 滑車も大きな径のものに代え

て、 さらに釣り糸もカーボン入りの太いも

の （マグロも釣れそう） に代えました。 5
回ほど撮影し、 一番良くできたものと途

中で木に激突したのものを採用しました。

　この映像を使った体験コーナーのため

に、 元当館職員の海
う み の

野範
のりゆき

幸氏の協力を

得て、 テレビモニタを設置する台、 風を

感じるための扇
せ ん ぷ う き

風機の制
せいぎょ

御スイッチ、 体

験者が乗る台の部分などを製作しました。

　「ムササビの着ぐるみを着た子どもが展

示室内をうろうろしていたらかわいいよ

ね」 という発想から、 着ぐるみを作る企

画が、 並行して動いていました。 これも

「ムササビ飛んでみよう！」 に合体させ

て、 「ムササビ ・ スーツを着てムササビ

になりきって飛んでみよう！」 （図 3）、「飛
んだ後は森の風景の前で記念写真を

撮ってね」 ということになりました。 当初

90 cm 用 ・ 110 cm 用 ・ 130 cm 用の 3 サ

イズのムササビ ・ スーツを用意しました

が、 大人用のリクエストが多かったので、

オープンからやや遅れて、 160 cm 用が

登場しました。

好評だが課題も

　この体験的展示スペース 「樹洞であ

そぼう」 は、 おかげさまで大変好評で

す （図 4）。 しかし、 課題も見えてきまし

た。 1 つめは耐
たいきゅうせい

久性の問題です。 着ぐ

るみのほつれ、 映像装置の固定、 色鉛

筆やぬりえの補充など、 人気があること

と使い方の乱暴さによって、 予想以上に

劣
れ っ か

化や消
しょう

耗
も う

に悩まされています。 2 つめ

は説明不足の問題です。 着ぐるみの着

方から、 「ムササビ飛んでみよう！」 の

使い方、 ぬりえの参考になる剥製のこと

まで、 映像や文字で説明していますが、

なかなか来館者まで届きません。 3 つめ

は案内員がいないことです。 私たちは

来館者だけでも十分理解していただけ

るよう、 考慮 ・ 配慮しているつもりです。

しかし、 案内員から説明した方が展示の

意図は伝わりやすいでしょうし、 ただ見

ているだけでも無茶な使われ方は減るこ

とでしょう。 4 つめは、 「ムササビ飛んで

みよう！」 について、 「小さい子ども向

け過ぎてつまらない」 という指摘です。

小学校高学年くらいから特に多く聴かれ

ます。 もともと 130 cm までのムササビ ・

スーツしか用意していないことからも、 小

学校 2 ～ 3 年生くらいまでをターゲット

に設定したので無理もありません。 手の

振り方や体重移動を感知するテレビゲー

ムに慣れていれば、 この単純な仕掛け

に不満を持つことは理解できます。 これ

はテレビモニタを使うことで、 私たちがテ

レビゲームと同じ土
どひょう

俵に乗ってしまったこ

とが原因と思われ、 反省点です。 体重

コントローラは無理でも、 せめて 3D 映

像を使いたかったと思っています。

三つ子の魂…

　小さい頃から、 例えば 5 年に 1 度博

物館を訪れると、 3 歳の時には広いとこ

ろを走った、 8 歳の時には子どものため

の展示を楽しんだ、 13 歳の時には恐竜

がかっこよかった、 18 歳では進路として

考えた、 23 歳で車を買ってドライブにき

てみた…というような人生を勝手に考え

ると、 その最初の頃に 「博物館は楽し

いところ」 と刷り込んで、 「また、 行きた

いな」 と思ってもらえるようにしたいという

目標を持っています。 そのことが、 理科

離れ、 特に地学 ・生物分野の崩壊を防

ぐための一助となることを願っています。

これからの活動に乞うご期待！

　補助金による研究期間はあと 2 年半あ

ります。 その間に様々な事例を調査し、

より独創的で、効果的な展示を目指して、

取り組んでいきます。 来館者ならびに博

物館関係者の皆様からの応援やアドバ

イスをお願いします。

※著者にとっての例外は、 生命展示室昆虫コーナー

の昆虫探しケースと、 ジャンボブック展示室のカエ

ルの鳴き声当てコーナーの 2 つ。 ただし、 大人にも

大人気です。

※※当館学芸員、 大島 （代表者）、 広谷、 田口、

石浜の 4 人で、 科学研究費補助金を申請して採択

され、 昨年度から研究を行っています （基盤研究

（C）、 課題番号 20605018、 研究課題 「子どものた

めの展示開発－自然史博物館にふさわしい展示と

展示プラン－）。

図 2　「ムササビ飛んでみよう！」 検討中の

様子． モデルは田口学芸員．

図 3　「ムササビ飛んでみよう！」 完成． ム

ササビ・スーツを着て， ムササビになりきっ

て飛んでくれている．

図 4　子どものための体験的展示スペース

「樹洞であそぼう！」．


